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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 2,924 △4.2 40 △71.4 7 △93.2 40 △62.0

22年2月期第3四半期 3,054 ― 140 ― 116 ― 106 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 9.24 ―

22年2月期第3四半期 23.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 5,601 1,693 30.2 402.44
22年2月期 5,735 1,799 31.4 389.69

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  1,693百万円 22年2月期  1,799百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年2月期 ― 0.00 ―

23年2月期 
（予想）

5.00 5.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,200 △1.9 175 △29.4 140 △33.6 95 △59.2 21.49



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点における金融商品取引
法に基づく四半期レビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、今後の経済状況等
の変化により、実際の業績は予想値と異なる結果となる場合があります。業績予想に関する事項は、添付資料の３ページをご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 4,646,400株 22年2月期  4,646,400株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  438,342株 22年2月期  29,342株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 4,363,258株 22年2月期3Q 4,617,723株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、急速な円高の進行

及び雇用環境や所得環境が回復に至らないことにより、先行きの不透明感から個人消費は冷え込み、厳しい経営環境

となりました。 

このような状況の下、当社グループは「おいしさ楽しく」の理念のもとお客様の視点に立ち、「安全・安心」な

商品づくりはもとより、商品力強化による他社との差別化を図り、魅力あるこだわりの商品を提供いたしました。  

また、ＴＶＣＭを積極的に展開し「ぷっくらなら 鐘崎。」のアピールをより推し進めるとともに、平成22年11

月には、ひとりでも多くのお客様に心から満足してお召し上がりいただける笹かまぼこをお届けするために、長年の

研究と独自の技術により笹かまぼこから「卵白」を抜くことに成功いたしました。 

これにより、保存料・でんぷんの無添加とともに、魚本来の旨みをより一層大切に仕上げ、卵アレルギーの方も

安心してお召し上がりいただけるようになりました。 

さらに、お客様の満足度向上のため従業員基礎教育を強化実施するほか、笹かま館をはじめ、直営店舗のリニュ

ーアルを実施しソフト・ハード両面を強化いたしました。 

   以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、営業活動の強化に努めてまいりましたが、個人

消費の低迷及び夏場の猛暑による影響を受け、売上高は2,924百万円（前年同期比4.3%減）となり、損益面につきま

しては、売上原価率の改善や経費の節減を継続的に実施して参りましたが、売上高の減収を補いきれず、営業利益

40百万円（前年同期比71.4%減）、経常利益7百万円（前年同期比93.2%減）四半期純利益40百万円（前年同期比62%

減）となりました。 

  

  

〔業績の季節的変動等について〕 

    当社グループの売上高は季節的変動があり、ギフトシーズンである第２四半期の７月～８月、第３四半期の11月

及び第４四半期の12月に増加する傾向があります。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

   資産、負債及び純資産の状況 

   (資産) 

     流動資産は、前連結会計年度末に比べ12.9％減少し、987百万円となりました。これは主として、受取手形及

び売掛金が120百万円増加、現金及び預金が296百万円減少したこと等によります。 

     なお、固定資産及び繰延資産は前連結会計年度末に比べ大きな増減はありません。  

    (負債) 

      流動負債は、前連結会計年度末に比べ4.1％減少し、2,382百万円となりました。これは主として、短期借入

金が155百万円減少したこと等によります。 

     なお、固定負債は前連結会計年度末に比べ大きな増減はありません。 

  (純資産) 

    純資産は、前連結会計年度末に比べ5.9％減少し、1,693百万円となりました。これは主として、自己株式の

取得121百万円によるものです。 

  

  

   キャッシュ・フローの状況 

           当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ333百万円減少

し、331百万円となりました。 

      (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

       営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加120百万円などの資金の減少があったものの、税金等

調整前第３四半期純利益53百万円、減価償却費169百万円、仕入債務の増加103百万円などの資金の増加があっ

たため104百万円の増加(前年同期比88百万円の減少)となりました。 

    (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

      投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出額161百万円、敷金・保証金の差入れ

による支出額30百万円などがあったため、219百万円の減少(前年同期比284百万円の減少)となりました。 

    (財務活動によつキャッシュ・フロー) 

      財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が650百万円あったものの、短期借入金の純減

少額による支出246百万円、長期借入金の返済による支出350百万円、社債償還による支出120百万円、自己株式

の取得による支出121百万円などがあったため、217百万円の減少(前年同期比66百万円の減少)となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年10月８日に公表いたしました連結業績予想から修正はおこなっておりません。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１. 簡便な会計処理 

 ①繰延税金資産 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方法に

よっております。 

 ②たな卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

  

２. 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 ①税金費用の計算 

  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 (追加情報) 

 役員退職慰労引当金  

  当社は、役員退職慰労金の内規を見直し、役員退職慰労引当金 50,635千円を取崩し、取崩額は特別利益の

「役員退職慰労引当金戻入額」に計上しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 469,158 765,321

受取手形及び売掛金 332,439 212,021

商品及び製品 69,317 39,906

仕掛品 1,696 301

原材料及び貯蔵品 45,176 38,886

繰延税金資産 49,131 50,331

その他 22,351 29,260

貸倒引当金 △1,400 △1,400

流動資産合計 987,871 1,134,628

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,651,816 1,690,589

機械装置及び運搬具（純額） 327,379 328,187

土地 1,805,705 1,805,705

リース資産（純額） 49,672 35,905

その他（純額） 141,525 130,258

有形固定資産合計 3,976,099 3,990,646

無形固定資産 24,321 11,158

投資その他の資産   

投資有価証券 141,996 145,713

繰延税金資産 186,740 187,638

その他 299,993 279,665

貸倒引当金 △20,163 △20,163

投資その他の資産合計 608,567 592,854

固定資産合計 4,608,989 4,594,659

繰延資産 4,793 6,327

資産合計 5,601,653 5,735,616
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 197,344 93,759

短期借入金 1,891,544 2,046,668

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

リース債務 10,804 4,550

未払法人税等 11,125 17,566

賞与引当金 17,790 13,695

その他 133,937 188,737

流動負債合計 2,382,546 2,484,976

固定負債   

社債 340,000 460,000

長期借入金 695,069 487,202

リース債務 54,066 31,355

退職給付引当金 258,655 249,815

役員退職慰労引当金 177,167 222,381

その他 670 670

固定負債合計 1,525,628 1,451,424

負債合計 3,908,174 3,936,401

純資産の部   

株主資本   

資本金 617,250 617,250

資本剰余金 594,732 594,732

利益剰余金 611,798 594,485

自己株式 △131,323 △9,904

株主資本合計 1,692,457 1,796,563

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,021 2,651

評価・換算差額等合計 1,021 2,651

純資産合計 1,693,478 1,799,214

負債純資産合計 5,601,653 5,735,616
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 3,054,531 2,924,729

売上原価 1,386,223 1,326,573

売上総利益 1,668,308 1,598,155

販売費及び一般管理費 1,527,813 1,557,977

営業利益 140,494 40,178

営業外収益   

受取利息 982 415

受取配当金 1,574 2,051

保険返戻金 8,495 －

受取手数料 － 1,671

その他 5,394 3,008

営業外収益合計 16,447 7,146

営業外費用   

支払利息 37,469 36,792

その他 3,232 2,626

営業外費用合計 40,701 39,418

経常利益 116,240 7,906

特別利益   

固定資産売却益 296 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 50,635

特別利益合計 296 50,635

特別損失   

固定資産除却損 5 －

賃貸借契約解約損 － 5,438

特別損失合計 5 5,438

税金等調整前四半期純利益 116,531 53,102

法人税等 10,251 12,756

四半期純利益 106,279 40,346

（株）鐘崎　（2912）平成23年2月期第3四半期決算短信

-7-



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 983,395 895,060

売上原価 434,281 402,677

売上総利益 549,114 492,382

販売費及び一般管理費 491,563 490,440

営業利益 57,551 1,941

営業外収益   

受取利息 145 90

受取手数料 － 657

その他 451 505

営業外収益合計 596 1,252

営業外費用   

支払利息 11,348 11,214

その他 1,329 811

営業外費用合計 12,678 12,026

経常利益又は経常損失（△） 45,469 △8,832

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

45,469 △8,832

法人税等 3,199 △144

四半期純利益又は四半期純損失（△） 42,270 △8,687
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 116,531 53,102

減価償却費 162,169 169,570

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,484 4,095

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,829 8,840

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △50,797 △45,214

受取利息及び受取配当金 △2,557 △2,466

保険返戻金 △8,495 －

支払利息 37,469 36,792

有形固定資産除売却損益（△は益） △291 －

売上債権の増減額（△は増加） △125,402 △120,418

たな卸資産の増減額（△は増加） △23,097 △37,096

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,395 6,909

仕入債務の増減額（△は減少） 95,541 103,585

その他の流動負債の増減額（△は減少） 14,472 2,155

その他 11,671 △22,128

小計 243,262 157,726

利息及び配当金の受取額 2,557 2,466

利息の支払額 △39,518 △37,422

法人税等の支払額 △14,135 △18,738

営業活動によるキャッシュ・フロー 192,166 104,033

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 97,000 △37,000

有形固定資産の取得による支出 △42,521 △161,594

有形固定資産の売却による収入 1,038 －

投資有価証券の取得による支出 △1,084 △1,046

投資有価証券の売却による収入 1,000 2,029

敷金及び保証金の差入による支出 △27 △30,900

敷金及び保証金の回収による収入 896 11,577

保険積立金の解約による収入 12,224 －

その他 △3,834 △2,780

投資活動によるキャッシュ・フロー 64,691 △219,714

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 54,600 △246,500

長期借入れによる収入 530,000 650,000

長期借入金の返済による支出 △301,401 △350,757

社債の償還による支出 △420,000 △120,000

自己株式の取得による支出 △444 △121,419

配当金の支払額 △13,884 △22,949

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △5,855

財務活動によるキャッシュ・フロー △151,129 △217,481

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,727 △333,163

現金及び現金同等物の期首残高 385,051 664,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 490,779 331,158
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)  

   水産練製品事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超のため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日)  

   水産練製品事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超のため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

〔所在地セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日) 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日) 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日) 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日) 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  当社は、平成22年５月18日開催の取締役会において、自己株式を取得することを決議し、平成22年５月19日に

自己株式344,000株、103,544千円を取得しました。 

  又、平成22年10月19日開催の取締役会において、自己株式を取得することを決議し、平成22年10月20日に自己

株式65,000株、17,875千円を取得しました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式は

438,342株、131,323千円となっております。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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